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スポーツツーリズムにおけるサプリメンタル観光行動

　観光にはスポーツツーリズム以外にも、ガストロノミー、メ
ディカル、ダーク、グリーン、アストロツーリズムなど多種
多様なテーマがあります。サプリメンタル観光行動はこのよ
うなさまざまなテーマのツーリズムを繋げる役割を担い、交
流人口の拡大や地域における経済波及効果などの地域活性
化をもたらすことができます。また、国際スポーツイベント
開催における気候変動対策は、スポーツ以外のイベント開催

（MICE等）にも応用することが可能です。

　21世紀における日本の重要な政策の柱として位置づけら
れている観光のなかでも、スポーツは重要なテーマの1つと
なっています。当研究室では、観戦型イベント、参加型イベ
ント、アクティブ、ヘリテージというさまざまなスポーツツー
リズム現象、そしてそれらと他のテーマの観光を繋げるサプ
リメンタル観光行動の研究を実施し、科学的エビデンスに基
づくスポーツツーリズム振興および政策提案に取り組んでい
ます。

　スポーツツーリズムは、旅先でのプロ野球などのスポーツ観戦（観戦型イベント）、マラソン大会などのスポーツ
イベント参加（参加型イベント）、スキーなどのスポーツ実施（アクティブ）、スタジアム観戦ツアーなどの参加（ヘリ
テージ）という4種類に分類されます。また、旅行におけるスポーツの目的レベルによっても、スポーツがその旅行
の主目的である場合（1次的）、目的のなかの1つにすぎない場合（2次的）、そして旅行先で偶然スポーツに出くわ
す場合（3次的）の3種類に分類されます。このようなスポーツツーリストの行動を理解し、地域活性化につなげる際
に役立つのが「サプリメンタル観光行動」と呼ばれる主目的な観光行動に付随する副次的な観光行動の枠組みです。
スポーツツーリズムにおけるサプリメンタル観光行動には、写真①にAからCで示された次の3パターンがあります。
A） 「スポーツからスポーツへ」：スポーツを主目的とする観光客を異なるスポーツに誘導する（例：マラソン大会参
加者を野球観戦へ誘導）。B） 「スポーツから非スポーツへ」：スポーツを主目的とする観光客を非スポーツに誘導す
る（例：スキー目的の訪日観光客をショッピングへ誘導）。C） 「非スポーツからスポーツへ」：非スポーツを主目的と
する観光客をスポーツに誘導する（例：観光地巡りが目的の訪日観光客を大相撲観戦へ誘導）。

　サプリメンタル観光行動を通して、観光客の旅行全体の満足度や観光消費額を高めることが期待されています。
特に、スポーツイベントの参加者や観戦者はイベント前後にイベント開催地の観光を行うことが報告されています。
そのようなサプリメンタル観光行動を明らかにすることで、スポーツイベント開催の効果を最大限に引き出すことを考
えています。
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期待される効果・応用分野 産業界へのPR

③�ねんりんピック紀の国わかやま2019で考案・販売
したサプリメンタル観光ツアー

⑤�UNWTO World Sports Tourism Congress
で「Top 5 Best Practices」に選出された発表

⑦�気候変動など社会問題に取り組む名古屋 
ダイヤモンドドルフィンズとのコラボレーション

⑧�熊野古道を歩くことで得られる心理的経験についての調査

⑥�Annals of Tourism Research Empirical 
Insightsに掲載された研究紹介

④�わかやま新報に掲載されたサプリメンタル観光ツアー
の記事

国際スポーツイベント観戦者・関係者の移動に伴う二酸化炭素排出量

　国際スポーツイベントの開催は、選手、関係者、観戦者などのさまざまな種類のスポーツツーリストの飛行機移動を引き起こ
し、気候変動の主な原因となる二酸化炭素排出量を大幅に増加させてしまいます。そのため、これらのスポーツツーリストの飛
行機移動のニーズマネジメントは、国際スポーツイベント主催者や競技団体にとって、持続可能な観光を実現するための主要な
課題となっています。科学的エビデンスをもとに、国際スポーツイベントにおける気候変動対策をモニタリングする指標開発を
目指し、持続可能な国際スポーツイベント開催の実現に向けた研究に取り組んでいます。

②�サプリメンタル観光行動が取り入れられた政策例①�サプリメンタル観光行動の概念モデル
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